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１ はじめに 

 宮城県では「蔵の華」2)に続く県内 2 品種目となる

酒造好適米「吟のいろは」を 2019 年に育成した 1)。2020

年度には、県内で約 7ha の作付けを開始したが、県の

優良（旧：奨励）品種に指定されていないため、栽培

方法は検討されておらず、現在、栽培の指標となるも

のが存在しない。そこで本研究では、育成過程で得ら

れた栽培成績を利用して、「吟のいろは」の目標収量と

品質を得るための生育の目安を検討した。 

２ 試験方法 

相関係数の算出に使用したデータは、以下の通り。

古川農業試験場（宮城県大崎市）における育成試験の

2011～2019 年標肥区（窒素成分 0.4kg/a）の 9 点、2013

～2019 年の多肥区（窒素成分 0.7kg/a）の 7 点、奨励

（優良）品種決定調査の 2014～2017 年標肥区（窒素成

分 0.6kg/a）の 4 点、2015～2017 年多肥区（窒素成分

0.8kg/a）の 3 点、奨励（優良）品種決定調査現地試験

における 2017 年の宮城県栗原市高清水（窒素成分

0.6kg/a）、宮城県登米市豊里（窒素成分 0.4kg/a）の 2

点、それ以外の県内現地試験（宮城県大崎市松山）に

おける 2017～2019 年の 4 点（窒素成分 0.42kg/a 3

点、0.48kg/a 1 点）、県外の地域系統適応性検定試験

（秋田県農業試験場、秋田県秋田市）における 2012～

2013 年における 2 点（窒素成分 0.4kg/a）の計 31 点。

このうち、玄米重、施肥量 N 成分、稈長、千粒重、穂

数の相関係数の算出には、県内現地試験（宮城県大崎

市松山）の欠測 1点を除く 30点、タンパク質含有率（90%

精米）と玄米重、施肥量 N 成分の相関係数の算出には、

育成試験、県内現地試験（宮城県大崎市松山）のうち

欠測 3 点を除いた 17 点、タンパク質含有率（90%精米）

と粗タンパク質（70%精米）の相関係数の算出には、統

一分析法 3)を実施した 7 点（育成試験 5 点、県内現地

試験 2 点）、生育中期（幼穂形成期）における草丈と茎

数と成熟期における稈長と穂数の相関係数の算出には、

調査を実施した県内現地試験（宮城県大崎市松山）4

点のデータを使用した。 

タンパク質含有率（90%精米）の分析は、近赤外成

分測定装置（ニレコ（2011～2015 年）及びインフラテ

ック NOVA(2016-2018 年)）により、粗タンパク質（70%

精米）の分析は、宮城県産業技術総合センターにおい

て、統一分析法に基づき、ケルダール法により分析し

た。生育の目安は、相関係数が±0.2 以上のものにつ

いて両者に関連性があると判断し、簡便のため直線に

回帰し設定した。 

３ 試験結果及び考察 

 「吟のいろは」の収量性は、育成試験の成績から「蔵

の華」とほぼ同等（標肥区 9 年平均 99%，多肥区 7 年

平均 104%）であった（データなし）。したがって、本

品種の普及にあたっては、「蔵の華」並の収量を確保し

つつ、整粒歩合の向上による等級の引き上げによって

生産者の所得向上を目指すものと想定し、目標収量は、

「蔵の華」と同じ 60（59～61）kg/a、目標品質は、酒

質を確保するために粗タンパク質（70%精米）を 4.5（4

～5）%に設定した。 

 玄米重については、稈長や穂数との間に正の相関、

施肥量 N 成分との間に弱い正の相関があり（表 1）、得

られた回帰式（表 2）により目標収量 60（59～61）kg/a

を得るには、各形質の目標値は、稈長 76（74～78）cm、

穂数 404（386～422）本/m2、施肥量 N 成分 0.5(0.4～

0.6)kg/a と推定された。同様に、玄米重と千粒重との

間に負の相関があり（表 1、図 1）、目標収量を確保す

るには、千粒重が 27.9（27.6～28.1）g と推定された。  

県内現地試験の結果から、生育中期の生育量（草丈、

茎数）と成熟期の生育量（稈長、穂数）は強い正の相

関関係があり（表 1）、上記稈長、穂数を確保するには、

草丈 65（64～65）cm、茎数 498（472～524）本/m2と推

定された。 

統一分析法により分析した粗タンパク質（70%精米）

は、近赤外分析法によるタンパク質含有率（90%精米）

と高い正の相関が認められた（表 1、図 2）。粗タンパ

ク質（70%精米）を 4.5（4～5）%にするには、回帰式

（表 2）から、タンパク質含有率（90%精米）は 6.2（5.8

～6.5）%と推定された（表 2）。タンパク質含有率（90%

精米）は施肥量 N 成分と正の相関関係があり、同様に

回帰式（表 2）により 5.8～6.5%のタンパク質含有率

（90%精米）を得るには N 成分で 0.4～0.8kg/a と推定

された。
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４ まとめ 

以上のことから、「吟のいろは」の目標収量 60（59

～61）kg/a、粗タンパク質（70%精米）4.5（4～5）%

を両立するための生育の目安は、生育中期（幼穂形成

期）では草丈 65（64～65）cm、茎数 498（472～524）

本/ m2、成熟期における稈長 76（74～78）cm、穂数 404 

（386～422）本/m2、玄米千粒重 27.9（27.6～28.1）g、

タンパク質含有率（90%精米）6.2（5.8～6.5）%と推定

された（表 3）。今後は、施肥時期や葉色値、玄米タン

パク質含有率の目安、刈り取り適期の検討やデータの

さらなる蓄積による精度向上が課題である。
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図１ 玄米重と千粒重   図２ タンパク質含有率(90％精米)と粗タンパク質(70％精米) 

表１　玄米重及び粗タンパク質（70％精米）と関連形質間の相関係数

形質または施肥量
施肥量
N成分

稈長 千粒重 穂数
タンパク質含有率

（90%精米)

0.254 0.488 ** -0.562 ** 0.503 ** 0.323

(n=30) (n=30) (n=30) (n=30) (n=17)

0.216 -0.017 0.554 ** 0.467

(n=30) (n=30) (n=30) (n=17)

0.846

(n=4)

0.980 *

(n=4)

0.726

(n=7)

注）*，**は、5%、1%水準で相関係数が有意であることを示す。nはデータ数。

 玄米重 

 施肥量N成分 

 草丈（生育中期） 

 茎数（生育中期）　

 粗タンパク質（70%精米）

表２　解析に使用した回帰式

ｘ
ｙ

施肥量N成分
(kg/a)

稈長
(cm)

千粒重
(g)

穂数

(本/m2)

粗タンパク質
（70%精米）(%)

草丈
（生育中期）

(cm)

茎数
（生育中期）

(本/m2)

玄米重 (kg/a)
ｙ＝9.632x
+55.271

ｙ＝0.498x
+22.173

ｙ＝-3.586x
+159.890

ｙ＝0.056x
+37.363

タンパク質含有率
（90%精米）(%)

ｙ＝1.658x
＋5.144

ｙ＝0.672x
＋3.156

稈長　(cm)
ｙ＝3.106x
-124.580

穂数　(本/m2)
ｙ＝0.683x
＋63.959

y = -3.586x + 159.890

R² = 0.316
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表３　「吟のいろは」の生育の目安

タンパク質

玄米重
粗タンパク質
（70%精米）

草丈 茎数 稈長 穂数 千粒重
含有率

（90%精米）

（kg/a） （%） （cm） （本/m2） (cm) （本/m2） (g) （%）

60
（59～61）

4.5
(4.0～5.0)

65
（64～65）

498
（472～524）

76
（74～78）

404
（386～422）

27.9
（27.6～28.1）

6.2
(5.8～6.5)

目標 生育中期（幼穂形成期） 成熟期
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